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イ ンカの ミイ ラ 「フワニ ータ 」の保 存 と展示
文化財の帰属をめぐる関係者間の対立

関 雄二

抄録　　ペルー南高地のアレキーパ県 に位置す るアンパ ト山で発見 された少女の ミイラは、

フワニー タの愛称 を持 ち、1999年 に 日本で展示 された。 この展 覧会を契機 に現地ペ ルー

で起 こった文化行政批判 キャンペー ンは、一種 のグローバル化へ の反発 と捉 えることがで

きる。すなわち展覧 会や観 光 を通 して西欧先進 国が一方的 に文化財 を消 費 してい くこと

への憤 りの声である。 しか し、一方 で、 ミイラの返還 と観 光振興 を求めるなど、グローバ

ル化の 中で生 き延 び ようと模索す る地域住民 の声 は無視 され るとい う矛盾 した事態 を招

いた。

Summary----A girl mummy, nicknamed Juanita, discovered on Nevado Ampato volcano at 

the Department of Arequipa in the south highlands of Peru was exhibited in Japan in 1999. 

The cultural politics criticism campaign which happened ignited by this exhibition in local 

Peru can be caught with rebounding to globalization. That is, it is the dissenting voice that 

advanced nations of Western Europe have one-sidedly taken advantage of the cultural prop-

erties on a target through the exhibition and the tourism. However, the campaign caused con-

tradictory situation where the the voice of the local resident who gropes to survive in 

globalization, such as asking for return and tourism promotion of a mummy, was ignored.

1.は じめに

　 1999年4月 、東京の三越美術館 で 「悠 久の大 インカ展」 と呼ばれる展 覧会が 開催 され

た。南米ペルーに日本人が移住 して100年 とい う節 目の年 を祝 っての企画であ り、副題 が

「哀 しみの美少 女フワニータ」 と名付 けられたように、 インカ時代 にさかのぼる一一人の少

女 の ミイラ化 した身体 を展示す ることを柱 に据 えていた。

　 ミイラな らば、乾燥 したペルー海岸で、これ まで数多 く発見 されてはいたが、高地の万

年雪 の中で、衣服 か ら皮膚 まで生 々しく冷凍保存 された事例 は、 きわめてまれであ り、

後に述べ るように、山の神への捧 げ物 という脈絡 に注 目すれば、学術 的 にも価 値が高 い

といえる。 ところが、 この展 覧会の企画が決 定 され、ペルー国内でその詳細 が報道 され

ると、たちまち反対の声があが り、やがて 「フワニータ」を始め とす る埋 蔵文化財の一時

輸出 に関す る厳格 な法

律が制定 されるに至 る。

本論 では、 この ミイラ

の騒動 をめ ぐる、文化

行政の状況、学識経験

者の態 度、そ して ミイ

ラが発 見 された地元住

民 の意識 を掘 り起 こし、

文化財が さまざまな回

路 を通 じて消費 ・流用

されてい く現代社 会の

様相 を描 くこ とにす る。

図1　 本論で とりあげる地域
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2.ミ イ ラの発見 と学術的意義

　 1995年9月8日 、ペルー南部 アレキーパ県 に位置するア ンパ ト山(6,380m)に 登 った

アメリカの人類学者 ヨハ ン ・ラインハル トとベテランの山岳 ガイ ド、 ミゲル ・サ ラテは、

隣接 するサバ ンカヤ 山(5,976m)の 噴火活動 によって融解 した氷河の 中か ら、 インカ時

代 に遡 る少女の ミイラを発見す る(図1)。 彼 らは、 直ちにその学術的重要性 を認識する

とともに、盗難 ・盗掘 の被害の可 能性 を考慮 し、32キ ロもの重 さの冷凍 ミイラを担 いで

山 を下 り、 この発見 を公 表 した(Reinhard　 1996)。 ミイラは、 ヨハ ン(ス ペ イン語でフワ

ン)に ちなみ、女性 名詞 に直 された上 で、 フワニー タ(フ ワナちゃん)と 名付け られた。

　 フワニー タは偶然発見 されたわけではなかった。 アレキーパ市 にあるサ ンタ ・マリア ・

カ トリカ大学の学術 的支援 の下で、考古 学者 アン トニオ ・チ ャベ スとラインハル トとが共

同で実施 して きた 「南 アンデス高地の聖域」 プロジェク トの中で見つか った産物 であ る。

　 チ ャベスによれば、インカ帝 国時代 、火 山の噴火活動 、あるいはエル ・ニーニ ョ現 象に

よる干ばつな どの脅威 にさらされた場合 、山にすむ霊 的存在(ア ブ)に 対 して、人身供

儀 が行われたという(チ ャベス1999)。 この解釈 は、スペ インによるインカ征服後 にまと

め られた年代 記の記述 に基づいてお り、そ こには、汚れのない少女 と少年が供儀(カ バ コ

チ ャ)の ために選 ばれた と記 されている(Betanzos　 1987[1551]:51)。

　 米国での科学分析 の結 果、フワニー タの年齢 はまさに12～14歳 程 度であることが判明 し

てお り、頭 部に加 え られた打 撃は人身供儀の執行 を物語 っている(Reinhard　 1997)。 また、

水 を喚起す る儀礼用具 としてアンデスでは有名 なウミギ ク貝で象 られた人形が 見つかって

いるところか らも、 フワニー タを上記の カバ コチ ャの 一例 と考 えることは妥当といえる。

3.展 覧会 への批判

　 じつは、フワニータの国外輸 出は 日本が始 めてではなかった。独 占的報道 を行 った米国

ナシ ョナル ・ジオ グラフィック協会の後援 で、同協会の博物館があるワシン トン市で1996

年 に展 覧会が 開催 され、10万 人 もの人 ・々が見学 に訪 れた前例がある(El　Comercio　 1998/9/

6)。 しか し、 この場合 は、上記 の ような理化 学的分析 という副次 的なが ら、大 きな 目的

が控 えていた。それ に比 して、日本展ではいっさい分析 は含 まれていなか った。 こうした

事情 も重 な り、 まず、 フワニー タ発 見地 であるア レキーパ県 の文化庁 支局長(当 時)、 ル

イス ・サル ドン ・カネパ 、そ して発 見者の一人であるラインハル トが批判的 なコメントを

寄せ る(El　 Comercio　 1998/12/15)。 反対 の根 拠 としては、両 者 ともに長距離 を移動 させ

るには、あま りに も微妙 な扱 いが必要 であ る点 をあげてお り、支局長 は、フワニー タに関

心 を寄せ る人 々は、 アレキーパ市 まで来 て見るべ きだ とさえ主張 している。

　 さて、この ように して始 まったフワニータ展批判 キャンペー ンは、いよいよ 日本展が 開

始 される1ヶ 月ほ ど前 に熱 を帯 びる。 とくに日本展 を前 に、今 までほ とん ど国民の 目に

触 れる機会のなかった フワニー タを、1999年3月9日 か ら、わずか10日 間ほどの問、首都

リマ市の国立国民博物館 で展示 した ことが識者 を強 く刺激 した と考 えられる。

　 たとえば 日刊紙 エル ・コメルシオでは、リマ展 を訪れた著 名なインカ史学 者であるマリ

ア ・ロス トウォロスキーや歴 史家マ リアナ ・ムール ・デ ・ピースが、特別 な保存措置が必

要 なフワニータは、長距離移動 に耐 え られない という危惧 を示 したと報 じている(El　Comer-

cio　1999/3/14)。 しか し、問題 は単 に技術論 にとどまるものではなかった。

　 た とえば、ムール ・デ ・ピースは、希有の文化財 を政治的 イベ ン トに服 従 させ ることへ

の疑義 を同紙 で表 明するばか りか、週刊誌 カレー タス誌上 において も、分析 よりも興業 を

優先す る姿勢 を非難 している。そ こで は米国で行 われた分析 です ら意味がないもの と切 り

捨 て、英語 による出版 さえ許 し難 い とす るコメ ン トを残 している(Caretas　 1999/3/18:

74,75)(図2)。 さらに展 覧会で、少女 のあ らわな身体が 晒 されることによる威厳の損失
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を嘆 き、珍 奇な対象物 と して大衆 の 目にとまることへの倫理的抵抗感 さえ吐露 している。

　 後者の倫理観 は、これまでペ ルーで発 見 され、内外の展覧会 で披露 されて きた ミイラで

はほとんど耳に した ことがない。フワニー タの場合、確か に少女であ り、神へ の捧 げもの

であった点が影響 しているの は間違 いないが、歴 史文書の研究 に加 え、科学的分析 の発

達 の結 果、死の直前 までの様相が物語 のように語 ることが 可能 となり、 しか も愛称 を付

与された ことが 大 きい。結果 として、不特 定多数の ミイラか ら一個 の人格 ・人生 を背 負

った存在 フワニー タが誕生 したのである。その意味で、本論 とはずれるが、ペルーで近年

盛行 している文化遺産 に対す る愛称 ・呼称の付与 は、注 目に値す る文化現象である。

　 む しろここで注目 したいのは、前者 のナ ショナ リスティックな見解の方である。 とい う

のも、この種の コメン トが識者 か ら頻繁 に発せ られたか らである。多 くのペ ルー人が 自国

の文化財 を 目にすることがで きない一方で、世 界中にこれ らが引 き回 されるこ とは受け入

れがたい と語る文化遺産関係の弁護士 アルベル ト ・モル トレーリの言葉 もその一つである。

(El　Comercio/999/3/14)。

4.フ ジモ リ政権 における文化行政批判

　 この ように、批 判は、冷凍保 存 された ミイラというフワニー タの特質 に集 中す るものの、

その背後 に文化財の扱 い方への 強い不満が存在 していた ことは間違いない。ペ ルーの一

級 文化 財が先進諸国で展示 され ることは事実上 無制限であるのに対 し、先進 国の文化財

がペルーのような発展途上国で披露 されることがほとんどないと筆者に語 る文化財 関係者

もいた。こうした文化財の一方的 な収奪、貸借 をめ ぐる不均 衡へ のい らだちがそこにはあ

る。

　 こうしてフワニー タ展批判 は企画者ばか りでな く、政府の文化行政 にも矛先 が向け られ、

図2　 フワニータ展批判記事(Carela51999年3月18日 号)
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最終 的に文化庁 長官 の更迭 、な らびに、国外持 ち出 しを禁 じる第27173号 法令の制定へ と

帰結す る(El　 Peruano　 1999/9/18:178055)。 この法令 は、フワニー タのみ ならず、近年北

海岸 で発見 された シパ ン、 シカ ン両遺 跡の埋葬 人骨 と黄金製 品を含む副葬品、 さらには

これに準ず るような埋蔵文化財 に も適用 され、そのためペ ルーで実施す ることが 困難 な保

存処理や科学分析 を除けば、原則 として国外輸 出は不 可能になった。

　 じつは、こうした文化行政批判 キャンペー ンは、フワニー タ展 に始 まる ものではなかっ

た。 フジモ リ第二期政権 時代(1995～2000)で は、 この騒動 以前に文化行政 に係 わるよ

うな法令が二つ施行 された。一つが大統 領令008-98-AGで あ る。

　 そこには、農業振興 を目的 として民 間セクターに譲渡 され る対象地 に遺跡 が含 まれる

場 合、無 条件 に開発が禁止 されるのではな く、教育 省は、配下の 文化庁 を通 じて、問題

発生 以前 か ら遺跡が存在す ることを記 した書類、遺跡範 囲図 などの提 出 をもって異議 申

し立 てを行 う必要がある とい う条項 が明記 されている(El　 Peruano　 1998/6/7:160522)。

一見 して妥当 とも思 える内容 だが
、実際 には、ペ ルーの遺跡 の登録 はほとん ど行 われてい

ないのが実情 であ り、文化 庁の予算規模 を考慮 して も、登録作 業を迅速 に進め ることは

容易ではない。結果 として、遺跡 の農地転 用 は野放 し状態 となることは 目に見える。

　 もう一・つは、「観光活動 を推進 させ るための法」と名付 け られた26961号 法である(El　Peru-

ano　1998/6/3:160391)。 フジモ リ第二期政権 は、外 貨獲 得 ならびに参加型 開発 を通 じた

貧困是正 を図 るべ く、観光 開発 に力 を注 いだ。26961号 法では、文化遺産だけが対象では

ないが、観光資源 の開発推 進 は、産業 ・観光 ・統合 ・貿 易省 と民 間の観 光セクター代表

が中心 となって優先 的に実施する もの とし、こうした開発 プログラムに文化庁が干渉する

場合、30日 以 内に法 に則 って行 われ るべ き点 を定めている。 観光 資源が遺跡 の場 合で も、

市場経 済原理 に則 った 開発が可 能であ り、文化庁 の判断 は必ず しも必要 ではない と読め

る。

　以上 の2つ の法令か らもわか るように、新 自由主義経 済 を推進 するフジモ リ第 二期政

権では、文化行政 よ りも他 分野の産業振興、文化財保 護 よ りも文化財 の商業的利用 を優

先する姿勢 を明示 したのである。これに対 して文化財 関係者が さまざまな メデ ィアを駆 使

して批判 キャンペー ンを繰 り広 げたことはい うまで もない。

　 こうしてみるとフワニー タ展問題 は、フジモリ第二期政権 の文化行政 に対す る批判 キャ

ンペー ンの延長線上 で起 きたと位置づけ られ よう。 ところが、これ ら識者 とは別 に、フワ

ニータ展 に意義 申 し入れ をす る別の集団 の存在があ った。

5.カ バ ナ コ ン デ 村 と フ ワ ニ ー タ

　 主 体 は 、当 の フ ワ ニ ー タが 発 見 さ れ た ア ンパ ト山 に 近 い ア レ キ ー パ 県 カ バ ナ コ ン デ 村 の

リー ダ ー 達 で あ る 。1999年4月10日 付 け の イ ン タ ー ネ ッ ト ・ニ ュ ー スperu .comで は 、 こ

の 小 村 の 長 ア ン オ トニ オ ・ヒ メ ネ ス の 発 言 が 報 じ られ て い る 。

　 　 「カ バ ナ コ ン デ の 住 民 は リマ ま で 出 向 き 、 フ ジ モ リ大 統 領 に フ ワ ニ ー タ の 返 還 を 要 請

　 　 す る つ も りで あ る 。 な ぜ な ら ば 、 フ ワ ニ ー タ は 地 元 に 戻 る ま で 穏 や か な 休 息 を と る こ

　 　 とが で き な い か ら で あ る 。」(http://wwwperu.com/noticias/1999/04/10/locales/momia.asp)

さらにこの発言 の背景 に、日本展で約束 された金銭 的援助 がア レキーパの カ トリカ大学博

物館へのみ向け られることへの不満 があることも記事 は触 れている。

　一 方で、カバナコンデ村 の住民 の発 言に対 して、展覧会 を担 当 した 当時の国i_I」人類 学 ・

考古学 ・歴 史学博物 館の人類学者 ルス ・サ ラスは、警備 、保 存上必要 な条件 を満 たす 博

物館 を建設するための費用の点で カバナコンデ村 に ミイラを運ぶ ことは事実 卜不 可能であ

ると反論 している。さらに文化財保存 についての厳 しい意 見を表明す ることで有名 な人類

学者 スサーナ ・アルバは、ミイラを金銭獲得、あるいは観光振興の道具 として操作す るこ
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図3　 カバ ナコンテ村遠影 図4　 カハナコンテ村

とを非難 し、貴 重な過去の情報 をわれわれに提供 して くれ る点か らも多大 な敬 意 を払 う

べ きことを強調 し、 カバナコンデ村の 人々の主張 を一一蹴 している。

　 2002年1月 末、筆 者は、 カバナ コンデ村 を訪問 し、これまでの経緯 を確 認す るインタ

ビューを数 日間行 った(図3、4)。 たとえばラインハル トとサラテが ミイラを山か ら降ろ

した折 り、数1時間保 管場所 を提 供 したホテルの主人P氏(当 時村 の判事)、 あるいは現在

の村長A氏 によれば、 ミイラの発 見後、村 と調査者 との関係 は、 しば らく良好であった

が、ひ とたび 日本展 が企画 されると、たちまち悪化 し、両者の溝が深 まった とい う。

　 これには、 先に も述べ た 日本展 主催者 とペ ルー文化庁、 カ トリカ大学 との 問で結ばれ

た協約 書の存在 が関係 して くる。筆者 も垣 間見 る機会 があったが、 この協約 書 には、文

化庁 を通 じてカ トリカ大学 に対 して、多額 の寄付 が行われることが うたわれていた。フワ

ニー タの保存 に係わる機器、設備の一・部 としての両者の交 渉過程で決定 された条項であ

り、主 旨は間違 っているとはいえない。

　 しか し、これが新 聞報 道な どで明 るみに出る と、交渉過程で も疎外 されて きた村 人たち

が発 言 し始め る。その後、今 日に至 る まで、村 人の主張 の根幹 をなすの は、 フワニー タ

の返還であ り、博物 館建 設を含 めたフワニー タを 目玉 とす る観光 開発 である。 その根拠

は、ミイラが発 見 されたア ンパ ト山の土地 は、カバナ コンデの農民 自警 団が管理する土地

であるとい う事実 にある。実 際 にこの点 を明記 した登記書類 も存在す る。 また村 人の中

には、ア ンパ ト山の神アブに対する儀礼(パ ゴ)を 行ってきたのは自分 らであ り、インカ

の時代 にパゴとして捧 げられたフワニー タを山か ら降 ろせ ば、神の怒 りに触れ、干 ばつな

どが起 こると危惧する発言 も見 られた。

6.文 化遺産 とグローバル化

　フワニー タ展 をめ ぐるこれ までの経緯 は、文化財保存 に関す る複雑 な状 況 を我 々に提

示 しているとiiえ よう。首都 リマの識者階級が展 開 した批判 キャンペー ンは、フワニー タ

を含めた文化 財が持つ歴 史性、歴 史的情報 に注 目し、 自 らの存在基盤 、いいかえれば国

民 としてのアイデ ンテ ィティーの拠 り所 として敬意 を払い、活用 してい くことを主張する

動 きとして とらえることがで きよう。この憤 りは、敬意 と活用 とを無視 した文化行政へ と

向け られ、行政府以i二にナシ ョナ リステ ィックな意味 での文化財保存 を求め る動 きを生 ん

だのである。 しか しこれを単純 な内なるナ ショナ リズム と捉 えることには躊躇せ ざるをえ

ない。

　埋蔵 文化財 を国家、国民統合 に利用 してい くこ とは、近代の 国民 国家建設 の際に世界

的規模 で見 られた現 象であ り、その点 はペ ルーで も同 じである(関1999)。 これをロバー

トソンは、過 去を追想す る行為 とい う意味で 「郷愁のパ ラダイム」 ととらえ、 グローバ リ
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ゼーシ ョンとの関係 を追究 している(ロ バー トソン1997)。 重要 なのは、現代 において も

両者 の密 なる結 びつ きが進行 している とい う指摘 であろう。過去 と大 きな違 いがあるとす

るならば、それは現代の郷愁が消 費中心主義 とよ り深 く結 びついている点 である とい う。

　 過去 を追想する行 為が消費 中心主義 と深 く結 びつ く代 表例が、文化遺産観 光であるこ

とは言 うまで もない。すなわちフワニー タ展批 判の展開は、ロバー トソンが いうところの

「文化財 を通 した歴 史的追想が消 費中心 主義 と強 く結びつ くこと」への異議 申 し立て とし

てとらえることがで きよう。 しか し、これは、その まま近代 の郷愁 のあ りかたへ の回顧で

はない。む しろ観光 や国外 展覧会 とい う消費的活動 や興 業 を通 して、西欧先進国の 人々

が発展途上 国へ照射 させ る 「自らの社 会が失 って しまった過去、 故郷への希求」 とい う、

なかば一方 的な郷 愁観 に対 する反発 ととらえるべ きなのである。

　 ところが、こうした郷 愁のグローバ ル化 と国家 ・国民統合へ 向か うベ ク トルとのね じれ

は、 さらに別の レベルを射 程 に収 めた とき複雑 さを増 す。識 者が反 グローバル化 の脈絡

で国家統合 の象徴 としての文化財 利用 を叫ぶ とき、利用主体 とは国民 を想定 しているの

だが、その姿 はあ まりに均質的、理想 的な もので しかな く、カバナ コンデ村の ような現実

社 会 に生 きる人々へ と像が結 ばれることはまれである。この現実社会 をここでは仮 に地域

社 会 と呼んでお こう。

　 た とえばカバナコ ンデ村 の住民 が村 の文化 財である と主張 し、観光 開発の核 と して利

用 しようとい う動 きは、 国家の文化財保存 を主張す る識者集 団の 目には、外 部か ら押 し

寄せ るごくあ りふれた観光開発の流 れと同 じもの、あるい は便乗 としか映 らない。また文

化財保 護法に基づ くな らば、地下埋蔵物 を含めた文化財 は、 出土 した土地 の持 ち主に所

有権 があるわけではな く、すべ て国 に帰属す る点 で、村 の農民 自警 団の主張 は容易 に無

視 できる。

　 しか し、本来、グローバル化 の波 の中で切 り捨て られることが 多いのは、他 ならぬ現実

の地域社 会の声であ る。その意味 で、社会 的に も経済的 にも捨 象 されるばか りか、文化

財保存の資格 さえないと突 き放 される地域社 会の実態 は残酷 とさえいえる。ここでは グロ

ーバル化 に反旗 を翻 したはずの識者が
、 同 じ現 象 に抗 しなが ら、生 き延 びる術 を求 めて

模索する地域社 会の声 を握 りつぶす皮 肉な結果 を生 み出 しているのである。

　 この原因はいったいどこに求 め られるのであろうか。一・つ は歴 史観の相違 にあると思わ

れる。 別稿 で指摘 したことがあるが(関1996)、 識 者が保有す る歴 史観は、ある意味で

国家の枠組 みに取 り込みやすい。 スペ イン人 による征服過程 で崩壊 を余儀 な くされた土

着の古代文 明を今 日の国家統合 の象徴 と して改めて位置づける。いいかえれば、歴 史学

や考古学 的成果 を背景 に、現実 の社 会 と過去 の古代 文明社会 との連続性 を強調する立場

であ る。

　 しか し、 こう した識者 にとってなかば当然 の歴 史観 とは裏腹 に、地域社会 で暮 らす住

民 は、植民 地時代以降、土着宗教 の否定 を伴 う強制 的なキ リス ト教 の布教 を経験 してい

るが ゆえに、その歴 史観 には、古代文 明 との断絶が 見 られる(齋 藤1993)。 む しろ古代

文 明に対す る否定的 なイメージさえ形成 されているといった方が よい。 こうした人々に、

歴 史の連続性 を説 く識者 の声 は空 しく聞こえて も仕 方あるまい。

　その意味で連続 した歴 史観 に基 づ く国民 ・国家の象徴 としての文化 財の観念 を受 け入

れる ことを原理主義的 に訴 える よりも、む しろ歴 史 とは別の 回路 を新 たに設けることによ

って、地域社 会 と文化財 とを結 びつ けることの方が よりリア リテ ィーがあるともいえる。

すなわち、 カバ ナコンデの村 人が希求す る文化財保 存 と結 びついた観光 開発は、文化 財

と村人 との関係 を再構 築する装 置の提 案 とさえ考 えることがで きるのである。この ように、

リマの識 者が唱 える文化財保存 か観光 開発 なのか とい う二 者択 一ではな く、観 光を新 た

な文化の生産 、歴 史認識の創造 の場 ととらえることは、現代 の人類学がすでに指摘 して
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いる。

　20世紀初頭以来、ペルーを含めたラテン ・アメリカで何度かわき起こった先住民擁護主

義運動の中で、しばしば識者集団は、先住民や地域住民の代弁者 を装いながらも、結局

は自らが描 く世界に埋没 し、現実社会 と遊離 した像を描 くことを繰 り返 してきた。 この

轍を踏むことなく、また文化財 を語 り、操作 していくことはもはや考古学者や保存関係

者の特権ではないことを認識 したとき、はじめて文化財関係者は地域社会 と国家、そし

て普遍的郷愁を強要する外部世界 との問に立つ仲介者 として、文化財の有効な利用を積

極的に提言していくことができると考えられる。

(せき　 ゆうじ)
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